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　等間隔に配列した電波干渉計のベースバンド複素信号に、ナイキストレートで空間時間ＦＦＴ処理をほどこ
して、方向周波数識別した電場を得て、パルサーサーベイを効率的に行う計画を進めている。６４複素の８ビッ
ト２０ＭＨｚベースバンド信号を伝送するビット並列光ファイバーの設置を受けて、アンテナ直下の１２８台の
Ａ／Ｄ変換器と空間時間ＦＦＴプロセッサーの出力が、同一のクロックで動作する。

　本研究では、空間ＦＦＴ（８ｘ８　ｏｒ　１６ｘ１６）と時間ＦＦＴ（６４　ｏｒ　２５６）の信号の流れ
のトポロジーが同一であることを利用して、位相回転子のみ異なる２組のＦＦＴプロセッサーを用いて製作コス
トを低く押さえた。その際多数のシフトレジスターから構成される中間の空間時間データ変換遅延部において、
６４　ｏｒ　２５６クロックごとに、方向識別された同一方向からの連続した６４　ｏｒ　２５６クロック分の
時系列複素データが用意され、時間ＦＦＴプロセッサーに供給される。したがってその出力は、６４　ｏｒ　２
５６クロックかけて、全画素分の複素振幅スペクトルを出力する。特定の画素についての、６４　ｏｒ　２５６
ｃｈスペクトルは、１クロックで出力されるが、その代わり全画素一巡りには、６４　ｏｒ　２５６　クロック
を要するのである。

　入力データの電場　Ｅ（ｘ，ｙ，ｔ）は、ｘ（８点）、ｙ（８点）、ｔ（６４）のように、３次元４０９６複
素点の直方体データである。そして１クロックごとに、空間座標６４点の電場　Ｅ　があたえられる。しかし出
力の複素振幅スペクトル　Ｓ（ｋｘ，ｋｙ，ｆ）　は全部の画素について同時に出力されるわけではない。出力
データを用いて、完全に入力データを再生できなければ、ナキストレート信号処理とみなすことはできない。こ
れを、ナイキストレートの空間時間フーリエ変換とみなしてよいだろうか。途中の細かい判断を省略するが、答
えは「みなしてよい」である。各画素の複素振幅スペクトルから、６４クロック分の複素時系列データを６４ク
ロックでつくることができ、画素ごとに再び必要な遅延をかければ完全に元のデータを再生できる。またデータ
が空間時間の両方にまたがっても、複素フーリエ変換のユニタリー性から、パワースペクトルの積分は空間時間
データのパワーの積分に一致する（パーシバルの定理）。


